
令和元年度いじめ対策総点検（報告） 

 

 県教育委員会によるいじめ対策総点検が、下記のとおり実施されました。 

 

【第１回】 

日  時  令和元年７月 22日（月）11：00～12：30 

点 検 者  生徒指導課指導主事（２名） 

参 加 者  出雲崎高校管理職、いじめ対策推進教員 

内  容  (1) いじめ総点検チェックシートの確認 

       ① 自校体制   ② 自己点検結果 

      (2) いじめ防止推進計画に基づく取組みの進捗状況の確認 

指導内容 

・生徒アンケートの確認の流れについて 

 ・生徒アンケートの記入方法について 

 

【第２回】 

日  時  令和元年 12月 11日（水）９：00～11：00 

点 検 者  生徒指導課指導主事、県立教育センター指導主事 

参 加 者  出雲崎高校管理職、いじめ対策推進教員、各年次主任等、ＰＴＡ役員 

内  容  (1) いじめ総点検チェックシートの確認 

       ① 自校体制   ② 自己点検結果 

      (2) グループワーク 

指導内容及び改善点等 

(1) 自校体制の改善点について 

 ・ 生徒アンケートの速やかな確認と報告について、体制を改めた。 

 ・ 生徒アンケートについては、いじめ未然防止のための観点を取り入れて改良する

とともに、安全・確実に回答できるように実施している。 

(2) グループワーク 

 ・ 事案把握後の情報の共有と組織的対応の

構築、被害者と加害者双方についてそれぞ

れの背景も含めた対応、保護者連絡の在り

方について検証をおこなった。 

 ・ ＰＴＡ役員からは、いじめの定義変更もあ

って「自分の子どもが被害者になることは

もちろん、加害者になることへの不安もあ

る」との意見があり、学校からの情報提供も

含め、連携が求められた。 


